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1 はじめに
近年，電磁波の伝搬路を制御し，電磁波が物体を迂回するクローキングに関する研究が行われ

ている．クローキングにより散乱を減らしつつ，物体の陰になり透過波が減少する位置に電磁波を

伝搬させることができる．クローキングはメタマテリアルを用いることで実現可能であるが，構

造が複雑になってしまう．本研究ではプラズマと誘電体を組合せた簡易構造で，対象物体には電

磁波が当たらず，かつ陰にマイクロ波が伝搬するように伝搬補償するモデルを提案する．今回は

数値計算により提案モデルを評価した結果を報告する．

2 提案モデルと数値計算手法
我々が提案しているモデルの断面図を図 1に示す．パラメータとして，プラズマ層の中心電子密

度 ne0[m−3](分布はベッセル関数状に変化)，誘電体層の比誘電率 εgおよび厚さ dg[mm]，モデルの

内径 rin [mm]を設定している．モデルに TMモード平面波 (3.0 GHz)を入射し，全電界分布を二次

元 FDTD法を用いて計算した．モデル外径より入射界の 1波長だけ離れた点の全電界実効値 Etrms

を計算し，入射界実効値 (自由伝搬に相当)Eirmsとの比 Etrms/Eirmsによりモデルの評価を行った．

3 計算結果
図 2に下から上へ平面波を提案モデルに入射したときの全電界実効値分布を示す．ただし ne0 =

2.0 × 1019 m−3，εg = 7.5，dg = 5.0 mm，rin = 30.0 mmである．同図の黒実線は，内径および外径

を表す．図 3に観測角 ϕごとの Etrms/Eirms を示す．図 3には εg を変化させた結果も示している．

εg = 7.5の場合，モデルの陰となる 30◦ ≤ ϕ ≤ 150◦では入射界よりも強く伝搬し，伝搬補償に成功

している．一方で ϕ = 0◦, 180◦付近では入射界よりも弱く伝搬してしまっている．講演では提案モ

デルの背後で電界強度が強くなる理由の仮説やモデルの詳しい評価についても報告する．

図 1: 提案モデル 図 2: 提案モデルの全電界

実効値分布

図 3: モデルの評価
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